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事業の背景・目的
県民が、介護、障害、児童等の福祉サービスを安心して利用できるよう、サービスの質の向上と不正の

　 未然防止を図るため、福祉サービス事業者に対する指導監査及び研修体制を見直し、より良質な福祉
サービス事業者を育成する。

事業の概要
（１）指導監督の見直し
①集団指導
・実務担当者を対象（サービス別の集団指導）
・共通事項（すべての福祉サービスを対象とした集団指導）
　 →参加者数：延べ１，５１１名

②実地指導
・指導監督職員の資質の向上
・実地指導マニュアルを作成し、効率的で効果的な指導の実施
・自己チェックリストによる自主点検の実施

（２）研修の強化
①介護、障害分野（経営者から現場の責任者までを対象）
・第１人者による研修、質の高いサービス提供に関する研修

②保育分野（施設長・保育士を対象）
　 ･保育所に求められる園児の体調管理や体調不良時への対応
③共通分野（経営者を対象）
　 ･経営管理手法等に関する研修

→実施：４分野（共通、介護、障害、保育）
→参加者数：延べ１，３７５名

今後の方向性

（県民ニーズ、
緊急性、県関
与のあり方等
を踏まえ、今後
どのように取り
組むのか）

拡
大

　下記見直しを行うことにより、より一層の参加率向上を図る。

・関係業界団体を通した案内等、研修内容の効果的な周知。
・H23年度の研修後アンケート等を踏まえ、実施時期、研修
　内容を見直す。
　（経営者対象研修について、講師２名による二部構成に
　するなど拡充して実施）
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